
組み立てガイド Vol.26

いよいよ右脚の組み立てが始まります。今号は右つま先用のサーボモーター
（ID14）の提供のみですが、37 号までに完成する右脚の組み立てスケジュー
ルを把握しましょう。また、P110 からの「お茶の水博士の組み立てワン
ポイント講座 番外編」では、今後の組み立てに役立つ情報を紹介しています。

ATOM

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

今号で提供されるパーツは、右つま先用のサー
ボモーターです。（今号は提供パーツによる組
み立てはありません）

今号の組み立て箇所

右つま先のサーボモーターと右脚のサーボモーター配置図

今号のパーツをチェックしよう
サーボモーター（ID14）右
つま先用

Check sheet
チェックシート

サーボモーターの取り扱いの注意
●サーボモーターは組み立て済みで提供されていますので、絶対に改造、
分解しないでください。改造や分解による故障、不具合などは、お客
様負担によるパーツ交換および有償修理となります。
●サーボモーターには、本シリーズで提供する素材（サーボホーン、
ビス、ハーネス）を必ず使用してください。本シリーズで提供する
素材以外を使用して起きた故障や不具合などは、お客様負担による
パーツ交換および有償修理となります。

（※詳細は「注意および警告」をご覧ください）

サーボモーター（ID14）は、ATOM の右つま先に組み込まれるサー
ボモーターです。右足首を可動させるためのもので、ATOM の姿
勢を制御するうえで、重要な役割を持ちます。

（※つま先と足首のパーツは 27 〜 29 号で提供します）

右脚の組み立てスケジュール
手から連続して組み立てていった腕とはちがい、脚の組み立ては、つま先の次に股と、組み立て部位が飛
ぶので、混乱しないように組み立ての順番を予習しておきましょう。

②右股の組み立て
  （30 〜 34 号）

次に組み立てるのは ATOM の胴体に
もっとも近い股部分です。この部分に
はサーボモーターが 2 個入るため、ハー
ネスの取り回しが少々難しいのでがん
ばりましょう。（33 号で股関節上の
サーボモーター（ID10）の動作確認
を行います）

ブーツの組み立てと並行して、ID12、
13、14 の 3 つのサーボモーターを中
継ハーネスに集約するための、4 連ハ
ブ基板を取り付けます。

③右ひざの組み立て
   （34 〜 36 号）

⑤右ブーツの組み立て
  （36 〜 37 号）

ID14

ID13

ID12

ID11

ID10

今号で提供されるサーボモー
ター（ID14）は、次号の 27 号
で使用します。

④4連ハブ基板の取り付け
   （36 号）

②

③

④

①

⑤

1 最初に組み立てるのは脚の先端となる
部分です。26 〜 29 号を通じて、地
面と接するつま先と、ブーツへ繫がる
足首を組み立てます。（36 号で足首の
サーボモーター（ID13）、30 号でつ
ま先のサーボモーター（ID14）の動
作確認を行います）

34 号からは股とブーツを繫ぐひざ部
分を組み立てます。（34 号で股関節下
のサーボモーター（ID11）の動作確
認を行います）

最後に骨格となるフレームと、外装のカ
バーを取り付けて右脚が完成します。（36
号でひざのサーボモーター（ID12）の動
作確認を行います）

①右足の組み立て
   （26 〜 30 号）

⇒ P110 からの「お茶の水博士の組み立てワンポイント講座 番外編」もご覧ください。

右つま先用サーボモーターの提供と
右脚の組み立てスケジュールを確認する

右股関節（上）用

右股関節（下）用

右ひざ用

右足首用

右つま先用
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お茶の水博士の

※黒シールは、難燃性の高い不織布を使用した特別なシールです。サーボモーターのコネクタ部分には、必ず黒シールを使用してください。白シー
ルは粘着性を抑えた剝がしやすいシールで、仮留めなどに使用します。各シールは毎号の「組み立てガイド」の案内に従って適切に使用してください。

次号の 27 号ではハーネス固定用シール（黒シール）と、仮留め用マス
キングシール（白シール）が提供されます。

脚の組み立てからは２種類のシールを使用するぞ

今回は、脚の組み立てから新たに加わるハーネス固定用シール（黒シール）、仮留め用マ
スキングシール（白シール）の役割や、これまで何度か提供されてきたハーネスローラー
の役割など、右脚の組み立て前に知っておくと必ず役に立つ予備知識を紹介するぞ。

ハーネスローラーの役割とは

ビス締めのコツは「ピッタリ！」なのだ

黒シール、白シールともに、一回で使う分が細長くカットしてあり
ます（各 3 × 8 ＝ 24 枚分）。また、各シールはビスケースに収納
できるサイズなので、使わないときは保管しておきましょう。

これまで何度か提供されてきたハーネスローラー。小さな
存在ですが、一体その役割とは？

ハーネスローラーはその特性上、非常に外れやすく、また
小さいため取り付け忘れも多いので、特に注意しなければ
ならないパーツのひとつです。

ハーネスローラーは、可動部分からハーネスを守るためのパーツです。動くパーツ
とハーネスが直に接すると、接触部分の摩擦でハーネスを傷つけてしまい、最終
的には断線の恐れもあります。ハーネスローラーは、ハーネスと一緒に回転す
ることで、周囲のパーツとの摩擦をハーネスに伝えない役割を果たしています。

ハーネスローラーがないと……

ハーネスローラーがあると……

外れやすい！

ハーネス固定用シール
（黒シール）

ギリギリ……

力いっぱい締め続けると上の写真のようにビスが掘り進
み、ビス穴を広げてしまいます。広がったビス穴ではビ
スを留めることができませんので注意しましょう。

適正に締めたときのビス穴

強く締めたときのビス穴

ATOM に使われているビスはタップネジと呼ばれるもので、穴に溝を切り込み
ながら締めていく、樹脂パーツ用のビスです。「まだ回る」からといって、力ま
かせにビスを締め続けるのはパーツの破損に繫がるので絶対にやめてください。

ビスの頭がピッタリとパーツに密着す
るところまで締めるのが正しい締め
方。ビスの頭が浮いていてもダメです。

×ビスの頭が浮いている

◯ビスの頭が密着している

ボロボロ……

ハーネスが擦れない！

くるくる……

稀にサーボモーターの側面からグリス（潤滑油）が滲み
出てくることがありますが不良ではありません。気にな
る場合はティッシュなどで拭き取ってください。

サーボモーターからグリスが漏れてきたら
粘着力が強すぎて写真のようにキ
レイにシールが剝がせない場合は、
うまく剝がすコツがあります。

シールがうまく剝がせない……そんなときは！

？
まずは、剝がしたい部分に隣接した切れ目（長い辺と短い辺の 2 ヵ所）を山折りして、隣と繫がった粘
着部分を切り離して、内側の短い辺を摘むとキレイに剝がすことができます。

白シールはハーネスの仮留めなどに使用黒シールはコネクタの固定に使用

正しい方法でビ
ス留めを行うこ
とが大切です。
ドライバーの先
端にビスを取り
付け、ビス穴に
対して垂直にな
るようにビスを
差 し 入 れ て か
ら、時計回りに
ゆっくり回転さ
せましょう。

組み立てワンポイント講座

接触部分が擦れてしまう

1回目 2回目 内側から剝がす1回目

1

2

3

仮留め用マスキングシール
（白シール）

脚の組み立ては、ハーネスの取り回しが少し複雑な箇所があり、コネクタが外れやすかったり、挟んでしまいそうな箇所が出てきます。提供さ
れる黒シールと白シールを使って、ハーネスのコネクタ外れや、ハーネスの損傷といったトラブルを予防することができます。
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お茶の水博士の

サーボホーンの取り付けでよくあるミス

番外編その2では、ATOMの組み立て中によくあるミスを紹介するぞ。どれもATOM
を動かすうえで、非常に大切なポイントとなるので、よく覚えて脚の組み立てに活か
してもらいたい。よいかな！

樹脂パーツの取り付けでよくあるミス
組み立てワンポイント講座

サーボホーンから白い点が
ちゃんと見えていますか？

組み立て工程のなかで、特に多いミスがサーボホーンの取り付けです。0点（白い点）は切り
欠きと位置を合わせることで、「0点＝切り欠き＝Dカット」となります。この位置関係がズ
レていると、後の動作確認を正しく行うことができないのでよく確認しましょう。

おさらい！
サーボホーンの
取り外し方
サーボホーンを正しくない状態で取
り付けてしまった場合、一度サーボ
ホーンを取り外さなければなりませ
ん。サーボホーンの取り外し方は、
P65の「サーボホーンの取り外し方」
を参照してください。

ハーネスの取り付けでよくあるミス

「ハーネスが外れかけている」という原因により、動作確認時にエラーとなるケースが多く見受けられます。
ハーネスをサーボモーターに取り付ける際、正しく取り付けられていないと接触が悪くなったり、コネク
タが外れやすくなります。動作確認を成功させるため、ハーネスは正しくしっかりと取り付けましょう。

サーボホーンの取り付
けは、ATOMの組み立
ての基本よ！ ここを
間違うと、この後の工
程がすべてうまくいか
なくなってしまうわ！   
しっかり確認して取り
付けてね！

0点（＝Dカット）と、パー
ツの切り欠きが一致していな
いので、正しくない状態です。

パーツの取り付け向きは合っていますか？
サーボホーンが正しく取り付けられてい
ても、それに取り付ける樹脂パーツの向
きを間違えると、やはり動作確認でエラ
ーが起きてしまいます。樹脂パーツを取
り付ける際に重要となるのも、やはりDカ
ットと切り欠きなのです。

正しく取り付けられているか
確認してみよう

ID書き込みでよくあるミス

サーボモーターのIDを初期化したい場合は、ロータリースイッチを
「8」「8」に合わせて「ID書込み」ボタンを押します。詳しくは
P34の「エラー表示が出た場合の対処法」を参照してください。

サーボモーターを組み込む前に
IDのチェックをしてみよう

サーボモーターに書き込ま
れたIDが正しくないため
に、動作確認時にエラーが
起きてしまうことがありま
す。サーボモーターに正し
いIDが書き込まれている
か、パーツに取り付ける前
に確認してみるのもミスを
防ぐためのコツです。

正しくIDが
書き込めているか不安……

サーボモーターに書き込まれたIDを確認する手順

切り欠きから0点の全体が見
えていて、Dカットの位置と
一致しているので正解！

サーボモーターの端子がある部分の枠と、ハーネスのコネクタの上辺を隙間なくしっかりと合わせてから、
指で上から押し込みます。真横から見てコネクタがサーボモーターの面と平らになっていれば正常です。

ハーネスのコネクタを何度も付け外
しすると、コネクタや金属端子が破
損する場合があります。コネクタは
付け外しを繰り返さず、できるだけ
一度で成功させましょう。

コネクタの付け外し
には注意！

0点（＝Dカット）と、パー
ツの切り欠きが一致してい
るので正しい状態です。

「樹脂パーツが正しく取り
付けられているか心配」と
いう場合は、樹脂パーツを
取り付けた後に、サーボホ
ーンを留める3×8㎜ビス
を取り外すと、取り付け状
態が確認できます。

コミュニケーション・ロボットATOMの
公式サイトを覗いてみよう！
ATOMの公式サイト内にある、「組み立ては中の方はコチラ」
をクリックすると、ATOMの作り方動画など、組み立てに役立
つ情報が盛りだくさん！

ATOMの組み立て工程を動画でも確認する
ことができます。難しそうな組み立ても、動
画で見れば意外とカンタン！ 

組み立てのコツや4コマ漫画が読めるメルマガ配信の
登録はこちら！ メルマガ倉庫では過去号も閲覧可能！

なくしたり壊したりしてしまったパーツは、公式サイトから1
号分単位でご購入いただけます！

❶作り方動画

❸パーツストア

❷メルマガ登録

サーボホーンに樹脂パーツを取り付け
る際は、樹脂パーツの切り欠きとサー
ボホーンのDカットが同じ向きになる
ように取り付けます。

サーボモーターを横にして取り付け
る場合も、サーボホーンのDカット
と樹脂パーツの切り欠きの向きを合
わせるのは変わりません。

4

3

2

1

https://atom2020.jp/https://atom2020.jp/公式サイトURL

少しだけ0点が見えていて
も、Dカットとズレている
ので正しくありません。

この状態だと0点がどこかわ
からず、Dカットともズレて
いるので正しくありません。

Dカット

切り欠き

0点（白い点）

0点の全体が見えている 0点が全く見えない 0点が少しだけ見える

このラインをピッタリと合わせる 隙間がないか確認する

Dカット切り欠き

切り欠きDカット

Dカット Dカット

①.サーボモーターをチェックスタンドに接続し、ロータリースイ
ッチをサーボモーターに貼られたIDシールの番号と合わせる（た
とえばID12の場合、10桁を「１」、１桁を「２」に合わせる）
②.電源をONにして、「動作確認」ボタンを押す
③-1.サーボホーンが回った
正しいIDが書き込まれていますので、問題ありません。
③-2.赤が点滅した
IDが書き込まれていないか、異なるIDが書き込まれています。初
期化を行った後、正しいIDを書き込んでください。

❶

❷３つの端子をしっかり合わせていますか？ ❸

ガイドと
金属端子の破損

左右ロック機構
の破損や脱落
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広い

狭い

突起のガイド

組み立てガイド Vol.27

今号では右つま先に組み込むサーボモーター（ID14）への ID 書き込みと、
右足首の半分を組み立てます。ハーネス固定用シールや黒いビスなど、新パ
ーツが増えるので組み立てガイドをよく読み、丁寧に進めていきましょう。

右つま先用サーボモーター
にIDを書き込み
右足首のパーツに取り付ける

ATOM

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

今号のパーツをチェックしよう

2
3

4

5

67
8

9 10

今号で準備するもの

26号で提供したサーボモーター
（ID14：右つま先用）

A

A
●プラスドライバー ※２号で提供　●スイッチ用ノブ ※７号で提供
●サーボモーター用 ID シール ※７号で提供　●チェックスタンド

使用する工具とアイテム

今号から提供パーツに
黒色の 2×4㎜ビスが加わります

ATOM 本体（チェックスタンドを除く）の組み立てで、主に樹脂パーツの固定に使用し
てきたのは銀色の 2 × 4㎜ビスでしたが、今号からは黒色の 2 × 4㎜ビスも提供される
ようになります。今後は肌色のパーツには銀色のビス、赤や黒いパーツには黒色のビスと、
樹脂パーツの色によって使い分けていくので、ビス留めの際は色に注意しましょう。

サーボモーターにサーボホーンとハーネスを取り付けIDシールを貼る

写真を参照して接続方向を確認し、❽サーボモーター
用ハーネス 230㎜（今号提供の長い方）のコネクタ
をサーボモーターへしっかりと上から指で押し込み取
り付けます。コネクタの接続部分が斜めにズレていた
り、一部が浮き上がっていたりしないか確認しましょ
う。軽く引っ張ってすぐに外れてしまう場合は、取り
付け直してください（強く引っ張ると外れます）。

Aサーボモーターの出力軸にある白い点（0
点）が、❸サーボホーンの切り欠きから見
えるように取り付けます。写真のように
サーボホーンを指で押さえ、回転しないよ
うにして D カット（０点）を上側の状態に
したまま❺ 3 × 8㎜ビスで固定します。

ハーネスを取り付ける

2

サーボホーンとハーネスを取り付けたら表
側にサーボモーター用 ID シール「⑭（右
足つま先）」を貼ります。

3

IDシール「⑭」を貼る
しっかりと
上から指で押す

平らになっているか確認

指で押さえて
D カットを上に

白い点の全体が切り欠きから
見えるように取り付ける

1 0 点 Dカット

Dカット

裏面

サーボモーターの３つの金
属部分とコネクタの裏面の
３つの溝を上から合わせる

サーボホーンを
ビスで固定する

　 ：D カット（0 点）の位置が写真のよ 
うに上側にきていないと　 の作業で書き
込みエラーが出ます。ズレている場合は
ドライバーでビスを時計回りに締めなが
ら D カットが上にくるように調節してく
ださい（反時計回りではビスを外す方向
になり D カットは回せません）。
　 ：ハーネスの接続が正しく行われてい
ないと　 の作業で書き込みエラーが出て
しまいます。
以上を確認し、次の工程に進みましょう。

ここでの注意事項
7

7

1

2

サーボモーターに ID14を書き込みハーネス固定用シールを貼る

⑭のシールを貼ったサーボモーターに取り付けたハーネス 230㎜のコネクタ（写真赤矢印）を、チェックスタンドのテスト基板にあるジャック（上
下どちらを使っても構いません）へ差し込みます。ハーネスのコネクタには天地があります。写真やイラストを見ながら向きに注意して、破損し
ないように差し込みましょう。

サーボモーターのハーネスをテスト基板に差し込む

5

チェックスタンドのロータリースイッチにスイッチ
用ノブを取り付け、10 桁の数字を「1」、1 桁を「4」
に合わせます。スイッチは 1 つの数字ごとにカチッ
と手応えがある仕様になっているので、手応えを感
じながらスイッチを回すと正しく合わせられます。

10桁を「1」、１桁を「4」に合わせる

白黒

グレー

チェックスタンドを用意し、電源スイッチが OFF になっていることを確認します。また、
ジャック（写真赤い囲み）は上下同じ仕様です。どちらを使っても ID の書き込みが行えます。

チェックスタンドの電源スイッチを確認する

4

6

今号で組み立てるのは ATOM の身体を支える
右足首の一部です。あまったパーツは次号で使
用するのできちんと保管しておきましょう。

今号の組み立て箇所

銀色 黒色
●❽ハーネス230㎜

右足首（A）1 右足首（B）2

サーボホーン× 23

ハーネスローラー4

3×8㎜ビス（青色袋）× 35

2×4㎜ビス（黒）（黄色袋）× 86

サーボモーター用ハーネス 65㎜
（ID13：右足首用）

7

サーボモーター用ハーネス 230㎜
（ID14：右つま先用）

8

ハーネス固定用シール（黒シール）9

仮留め用マスキングシール（白シール）10

※ 2 4 7 10は今号では使用しないので、大切に保管
しておきましょう。
※ 3 5 の各１つ、 6 の４つは今号で使用。あまりは次
号で使用するので、大切に保管しておきましょう。

Check sheet
チェックシート

※ 　 　は、
各1本の予備を含む

5 6
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必ず電源スイッチをOFFにしてから、ハーネスを抜いてください。ロータ
リースイッチを10桁・1桁ともに「0」に戻すことも忘れずに。ハーネスをテ
スト基板から抜くときはコネクタを親指と人差し指で左右から挟み、左右
に振りながら手前に引き抜きましょう。

7

電源スイッチを ON にします。緑と赤が１秒ほど点灯し、両方が消えたら
右下の「ID 書込み」ボタンを押すと書き込みが始まります。緑が 1 分ほど
点滅し（この間、上→左→右→左→右→左→上と、サーボホーンのＤカッ
トが動く）、緑が消えたら書き込みは終了です。

電源を入れ、「ID 書込み」ボタンを押す

8

確認１： 電源を ON にしてすぐに赤が点滅した場合は、電源異常エラーで
す。電源を OFF にして P35 の確認事項を参照してください。

確認２： 「ID 書込み」ボタンを押した後に、赤が点滅した場合は書き込み
エラーです。電源を OFF にして今号の　　　　　　の作業が正
しく行われているか確認し、再度　 の作業を行ってください。7

　で赤が点滅（エラー表示）した場合7

コネクタを左右に振りながら手前に引き抜く。

電源をOFFにして
ハーネスを抜いて完了

サーボモーターへの ID 書き込みが完了したらサーボモーターのコネクタ部分に、❾
ハーネス固定用シール（黒シール）を貼ります。黒シールを１枚剝がし、写真を参
考にサーボモーターの中心と、黒シールの中心を合わせてコネクタ部分を覆うよう
に貼ってから、指で撫でてシールを密着させましょう。

コネクタの上からハーネス固定用シールを貼る
コネクタを覆うように黒シールを貼った後、サーボモーターの
左右には黒シールのあまり（写真赤い破線囲み）がはみ出ます。
そのはみ出た部分を指で折りたたみ、サーボモーターの側面に
貼り付けます。

はみ出た黒シールを折りたたむ

黒シールを貼った状態がこちらです。このシールを貼
り付ける事により、ハーネスのコネクタが脱落するこ
とを防止します。※ハーネス固定用シール（黒シール）
の貼り付けは、必ずサーボモーターへの ID 書き込みが
終わった後に行ってください。

貼ったシールの状態を確認する

サーボモーター（ID14）を右足首（A）に取り付ける
12

サーボモーター（ID14）と❶右足首（A）を用意し、取り付ける前の位置関係を確認しましょ
う。写真を参考に、サーボモーターは D カットが左にくるように横向きにし、右足首（A）は
パーツ番号がある面を表にし、円形部にある切り欠きが左を向いているように配置します。位
置関係が正しければ、サーボホーンの上に円形部をのせます。

サーボモーター（ID14）に右足首（A）を取り付ける

右足首（A）を正しい位置関係で取り付けると、
サーボホーンとのビス穴が一致し、ビス留めが
できます。①〜④の順に 4 ヵ所あるビス穴を❻
2 × 4㎜ビス（黒）で留めます。

ビス留め位置の確認

今号で使用しなかった❷右足首（B）、❸サーボホーン、
❹ハーネスローラー、❺ 3 × 8㎜ビス、❻ 2 × 4㎜ビス

（黒）、❼サーボモーター用ハーネス 65㎜（ID13：右足
首用）は、次号の 28 号で使用します。紛失や破損がな
いように大切に保管しておきましょう。

あまったパーツをチェックしよう

今号の
完成

ハーネス長の測り方

「サーボモーター用ハーネス 65㎜（ID13：右足首用）」というように、パーツ
リストにはサーボモーター用ハーネスの長さが表記してあります。これはハー
ネスの両端にあるコネクタの根元から根元までの長さを表しているので、ハー
ネスを区別するために長さを測る際には間違えないように注意してください。

ハーネス長は〝ワイヤー部分〟の長さのこと

ハーネスの長さを知るに
は正しい測り方をする必
要があります。いざとい
うときにハーネスを区別
するために、正しい測り
方を覚えておきましょう。

×コネクタの端から端まで

○コネクタの根元から根元まで

ハーネス固定用シールと
仮留め用マスキングシールは
ビスケースで保管しましょう

今号で提供されたハーネス固定用シール（黒シール）と仮留
め用マスキングシール（白シール）は、サーボモーター用IDシー
ルと同様に、ビスケース裏面の収納スペースで保管ができま
す。汚れや紛失を防ぐため、忘れずに入れておきましょう。

アタリ

9 10

11

13

切り欠きが左を向いている

サーボモーターは
D カットが左にくるよう
横向きにする

パーツ番号は逆さ

①

②

③

④

2

3

4

5

6

7

1 2 5 6

Dカットが上に
きているか確認する

樹脂パーツとサーボホーンのビス留めは、ビ
スを力いっぱい締め切ることはせず、パーツ
とビスの頭に隙間がなくなったところで止
め、それ以上は締めないでください。

ビス留めをする ビス留めをした状態

14 15

切り欠きと小さな突起の位置が一致している

右足首（A）の切り欠き

サーボホーンの小さな突起

ビス留めが終わったら、切り欠きと小さな突起
の位置が一致していることを確認します。一致
していない場合は、工程 　まで戻ってもう一度
位置関係を確認し、取り付け直しましょう。

12

※10仮留め用マスキングシールも保管しておくこと
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6

組み立てガイド Vol.28

前号に引き続き右足首の組み立てを行い、右足首を完成させましょう。今
号で提供されたサーボモーターの ID 書き込みでは、前号と同じくハーネス
固定用シール（黒シール）を使用しますので、前号の ID 書き込み作業を思
い出しながら行いましょう。

右足首用サーボモーターにIDを書き込み
右足首を組み立てる

ATOM

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

今号では提供されたサーボモーターへの ID 書
き込みと、前号で提供されたパーツを使って
右足首を完成させます。

今号の組み立て箇所

今号のパーツをチェックしよう

サーボモーター
（ID13）
右足首用

Check sheet
チェックシート

1

※サーボモーターの取り扱いはP108および
「注意および警告」をご覧ください。

サーボモーターにサーボホーンとハーネスを取り付け IDシールを貼る

写真を参照して接続方向を確認し、Fサーボモーター
用ハーネスのコネクタをサーボモーターへしっかりと
上から指で押し込み取り付けます。コネクタが斜めに
ズレていたり、一部が浮き上がっていたりしないか確
認し、軽く引っ張ってすぐに外れてしまう場合は、取
り付け直してください。何度も付けたり外したりを繰
り返すと、コネクタが破損するので注意しましょう。

❶サーボモーターの出力軸にある白い点（0
点）が、Bサーボホーンの切り欠きから見え
るように取り付けます。写真のようにサーボ
ホーンを指で押さえ、回転しないようにして
D カット（＝０点）を上側の状態にしたまま
D 3 × 8㎜ビスで固定します。

ハーネスを取り付ける

2

サーボホーンとハーネスを取り付けたら表
側にサーボモーター用 ID シール「⑬（右
足首）」を貼ります。

3

IDシール「⑬」を貼る
しっかりと
上から指で押す

平らになっているか確認

1 0 点 Dカット

裏面

サーボモーターの３つの金
属部分とコネクタ裏面の３
つの溝を上から合わせる

サーボホーンを
ビスで固定する

　 ：D カット（＝ 0 点）の位置が写真
のように上側にないと　 の作業で書き
込みエラーが出ます。ズレている場合は
ドライバーでビスを時計回りに締めなが
ら D カットが上にくるように調節して
ください（反時計回りではビスを外す方
向になり D カットは回せません）。
　 ：ハーネスの接続が正しく行われてい
ないと　 の作業で書き込みエラーが出
てしまいます。
以上を確認し、次の工程に進みましょう。

ここでの注意事項
7

7

1

2

今号で準備するもの

●プラスドライバー　●スイッチ用ノブ
●サーボモーター用 ID シール
●黒シール / 白シール
●チェックスタンド

使用する工具とアイテム

A
B D

C

E

F

右足首（B）A
サーボホーンB
ハーネスローラーC
3×8㎜ビス×1D

2×4㎜ビス（黒）×
3

E

サーボモーター用
ハーネス65㎜
（ID13：右足首用）

F

サーボモーターに ID13を書き込み黒シールを貼る

⑬のシールを貼ったサーボモーターに取り付けた
ハーネスのコネクタを、チェックスタンドのテス
ト基板にあるジャック（上下どちらを使っても構
いません）へ差し込みます。ハーネスのコネクタ
には天地があります。イラストを見ながら向きに
注意して、破損しないように差し込みましょう。

サーボモーターのハーネスを
テスト基板に差し込む

5

チェックスタンドのロータリースイッチにスイッチ
用ノブを取り付け、10 桁の数字を「1」、1 桁を「3」
に合わせます。スイッチは 1 つの数字ごとにカチッ
と手応えがある仕様になっているので、手応えを感
じながらスイッチを回すと正しく合わせられます。

ロータリースイッチの 10桁を
「１」、１桁を「3」に合わせる

白黒

グレー

チェックスタンドを用意し、電源スイッ
チが OFF になっていることを確認しま
す。また、ジャック（写真赤い囲み）は
上下同じ仕様です。どちらを使っても ID
の書き込みが行えます。

チェックスタンドの
電源スイッチを確認する

4

電源スイッチを OFF にしてから、ハーネスを抜いてください。
ロータリースイッチを 10 桁・1 桁ともに「0」に戻すことも忘
れずに。ハーネスをテスト基板から抜くときはコネクタを親指と
人差し指で左右から挟み、左右に振りながら手前に引き抜きまし
ょう。

電源スイッチを ON にします。緑と赤が１秒ほど点灯し、両方が消えたら右下の
「ID 書込み」ボタンを押すと書き込みが始まります。緑が 1 分ほど点滅し（この
間、上→左→右→左→右→左→上と、サーボホーンの D カットが動く）、緑が消
えたら書き込みは終了です。

電源を入れ、「ID 書込み」ボタンを押す

確認１： 電源を ON にしてすぐに赤が点滅した場合は電源異常エラーです。電
源を OFF にして P35 の確認事項を参照してください。

確認２： 「ID 書込み」ボタンを押した後に、赤が点滅した場合は書き込みエラー
です。電源を OFF にして今号の　　　　 　 の作業が正しく行われて
いるか確認し、再度　 の作業を行ってください。

1 2 5 6
7

　で赤が点滅（エラー表示）した場合7

コネクタを左右に振りな
がら手前に引き抜く。

電源を OFF にしてハーネスを抜く

ハーネス固定用シール（黒シール）を１枚取り、サーボモーターの裏側にあるコネクタ部分
の真上から貼り付けます。黒シールとサーボモーターの中心を合わせて貼り、左右のはみ出
た部分は折りたたみサーボモーターの側面に貼り付けます。

コネクタの上から黒シールを貼る
黒シールを貼ることで、サーボモーターからコネク
タが外れることを防止することができます。また、
ID が正常に書き込まれたという証でもあるので、必
ず ID 書き込みを行った後で貼ってください。

黒シールを貼った状態

指で押さえて
D カットを上に

白い点の全体が切り欠きから
見えるように取り付ける

7 8

9 10
Dカット

G

27号で組み立てた
右足首

G

D カットが上に
きているか確認する
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右足首を組み立てる

白シールを貼ったサーボモーター（ID14）のハーネスを、右足首（B）のハーネスローラー
を取り付けた穴に通します。ハーネスを穴に通すとき、白シールがそのままでは通らないので、
ハーネスに巻き付けるように丸めてから通しましょう。

ハーネスを右足首（B）に通す

G 27 号で組み立てた右足首を用意し、サーボモーター
（ID14）のハーネスのコネクタの根元から約 6㎝の位置
に目印になるように白シールをしっかりと貼ります。

サーボモーター（ID14）の
ハーネスに白シールを貼る

12

右足首（B）を裏返し、さらにもう一つの穴にハー
ネスを通します。ハーネスは白シールがパーツから
出るところまで通します。

裏返してさらに外側へ通す

14 15

工程 15 でサーボモーター（ID14）のハーネスを通した穴に、サーボモーター（ID13）のハー
ネスを通しながらサーボモーター本体を右足首（B）に取り付けます。サーボモーターを取り付
けたら、右足首（B）にG 27 号で組み立てた右足首を被せます。

サーボモーター（ID13）を取り付け
右足首（A）を被せる

次に白シールで仮留めを行い、ハーネスが指定の位置からはみ出さないようにします。白シー
ルを 1 枚取り、写真左の黄色い点線部分に貼ります。白シールを貼っている最中は、ハーネス
が指定の位置からはみ出さないように注意してください。

ハーネスが浮かないように白シールを貼る

仮留め用マスキングシール（白シール）を
１枚剝がしておきます。

白シールを用意する

ハーネスを使った作業中にハーネスロー
ラーが外れてしまうことがありますが、後
で取り付け直せば問題ありません。いまは
気にせず組み立てに集中しましょう。

ハーネスローラーが
外れてしまっても……

白シールを貼ることで、この後のサーボモーター
を取り付ける際、ハーネスが下敷きになることを
防いでくれます。

白シールを貼った状態

右足首から伸びている 2 本のハーネスの長さがほぼ
揃っているか確認します。サーボモーター（ID14）
のハーネス（白シールが貼ってある方）が長すぎた
り短すぎたりする場合は、工程　  の約 6㎝がしっ
かりと測れていない、または途中の工程でハーネ
スに貼った白シールがズレた可能性があります。
工程12 まで戻って再度やり直してください。

12

ハーネスの長さを確認する

ハーネスの長さを確認したら、右足首（B）にある 3 ヵ所のビ
ス穴をE 2 × 4㎜ビス（黒）で固定します。

ビス留めをする

11

A右足首（B）にCハーネスローラーを取
り付けます。ハーネスローラーは穴に対して
ゆるく、外れやすい状態で問題ありません。

右足首（B）にハーネス
ローラーを取り付ける

13約6㎝

サーボモーター（ID14）とサーボモーター
（ID13）のハーネスの長さがほぼ揃っている

17 18

19 20

21

6ｃｍ

コネクタ側
約6㎝の位置

白シールの端を 6㎝
の内側に合わせる

白シールを
丸めてから通す

約6㎝

白シールがパーツから出たら、右足首（B）の内側を通るハーネスを、
指定の位置（写真右の黄色い点線内）に収めます。両手の親指でハー
ネスをパーツに軽く押し付けてクセを付けます。このとき、ハーネ
スに貼り付けた白シールがズレないよう写真右の状態を目指します。
この工程は「ATOM の作り方動画」でも詳しく紹介中です。

経路に沿ってハーネスにクセを付ける

16

ハーネスが黄色い点線内から
はみ出していない

白シールの端と右足首（B）のパイプのフチが揃っている

28号 右足首を組み立てる

今号の
完成

※サーボモーター（ID14）のハーネスに貼った白シールは、今後の動作確認
で必要な目印となるので剝がれないように注意してください。

⇐原寸表示・出力時のみ
ご利用ください。
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6

点線部分にハーネスが掛かっている

ハーネスローラーが外れている

点線部分にハーネスが
掛かっていない

ハーネスローラーが
しっかりとはまっている

ボックスの上でも
問題ありません

組み立てガイド Vol.29

今号で右足（右足首から下）が完成します。工程のなかにはサーボモーター
に取り付けたコネクタからハーネスを折り返すという、これまでになかっ
た作業が登場します。優しくていねいに作業することを心がけて、ハーネ
スを破損しないように右足を組み上げていきましょう。

右つま先・右足首を
完成させる

ATOM

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

28 号で完成した右足首と今号で提供された
パーツを使って右足（右足首から下）を完成
させます。

今号の組み立て箇所

今号のパーツをチェックしよう

右足甲

Check sheet
チェックシート

1

右足甲に右足首を取り付ける

今号で準備するもの

●プラスドライバー　 ※２号で提供

使用する工具

2

3

右足裏2

2×4㎜ビス（黒）（黄色袋）×83
※ 　 は、1本の予備を含む3

28号で完成した右足首A

A

1

A 28 号で完成した右足首を用意し、アーチ状になっているサーボモーター（ID14）のハー
ネスを摘んで反対側（点線部分）に移動させます。さらに、コネクタのところで折り返してい
るハーネスを、親指で軽く押さえてくせを付け、ハーネスの向きを固定します。

ハーネスの向きを変え、折りくせを付ける
❶右足甲を用意して裏面から開口部に右足首を差し
込みます。右足首を差し込む際は、はじめに 2 本の
ハーネスを通します。

右足甲に右足首を差し込む

2

工程 3 のパイプを引っ掛けた状態を維持しながら、パイプを軸にして右足首を右足甲にサーボ
ホーンが通過するまで押し込みます。右足首が右足甲を通る際、パーツの角やサーボホーンを
留める 3 × 8㎜ビスが多少引っ掛かりますが、少し力を入れて押し込めば通すことができます。

右足首を右足甲に押し込む

4

右足甲の裏側にあるボックスの中にサーボ
モーター（ID14）を収めます。同時に反
対側にあるパイプ部分が右足甲の切り欠き
部分にはまっているかも確認しましょう。

サーボモーターを
右足甲にはめる

5

上の写真を参考に右足裏を取り付けるためのチェッ
クを行います。点線部分にハーネスが掛かっていな
いか確認してください（点線部分にハーネスが掛
かっていると、右足裏を取り付ける時に挟んでしま
います）。また、ハーネスローラーが外れている場
合はここで取り付けましょう。

右足首を取り付けた状態を
確認する

右足甲に❷右足裏を取り付けます。右足裏の
格子状に張り出している部分をサーボモー
ターに合わせるとうまく取り付けられます。

右足裏を取り付ける

7

右足裏を取り付けたら❸ 2 × 4㎜ビス（黒）
を使って 7 ヵ所ビス留めします。数が多い
ので、留め忘れに注意しましょう。

ビス留めをする

右足首のパイプを
右足甲に引っ掛ける

今号の
完成

右足裏を取り付けて右足を完成させる

点線部分にハーネスが掛かっている場合は、点
線部分を避けるようにくせを付けてください。

3

次に 2 本のハーネスの根元にあるパイプ部分を右
足甲に引っ掛けます。この時、ハーネスに貼った
白シールが剝がれないように気をつけましょう。

右足首のパイプを引っ掛ける

右足の完成です。次号で右つま先のサーボモーター（ID14）
の動作確認を行いますので、大切に保管しておきましょう。

右足首のパイプが右足甲の
切り欠き部分にはまっている

サーボモーターをボックスに収める

コネクタから折り返すように
くせを付ける 8
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組み立てガイド Vol.30

今号では右脚の組み立てで最初となる動作確認を行います。右脚の動作確
認の流れも、16 号や 23 〜 25 号で行ってきた左右の腕の動作確認と同
じなので、1 工程ずつ着実に進められるはずです。慌てず焦らず、右つま
先の動作確認を行いましょう。

右股関節（上）用サーボモーターの提供と
右つま先の動作確認を行う

ATOM

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

チェックスタンドにテスト基板用延長ハーネスを取り付ける

今号のパーツをチェックしよう

サーボモーター
（ID10）
右股関節（上）用

Check sheet
チェックシート

※サーボモーターの取り扱いは
P108 および「注意および警告」を
ご覧ください。
今号で提供されたサーボモーター

（ID10）は、次号の 31 号で使用し
ますので、大切に保管しておいてく
ださい。

1

今号で準備するもの

A

29号で完成した右足A

チェックスタンドを用意し、
電源スイッチを確認する

テスト基板用
延長ハーネスを取り付ける

狭い

広い

1 2

白黒

グレー
まずはチェックスタンドを用意し、電源スイッチが
OFF の状態になっているかを確認しましょう。

テスト基板用延長ハーネスのコネクタを、テスト基板のジャック（上
下どちらでもよい）に差し込みます。その際、左の図を参考に、コネ
クタの向きに注意してください。

テスト基板のロータリースイッチにスイッチ用ノブを取り付
け、10 桁は「1」、1 桁は「4」に合わせます。スイッチは
1 つの数字ごとにカチッという手応えを感じながら回すと正
しく合わせられます。

電源を ON にして右足首を内側に倒す
テスト基板の電源スイッチをONにし、ATOMの右足首を内側（サーボホーン側）に倒します。

ロータリースイッチの10桁を「1」、
1 桁を「4」に合わせる

4

5 右足首を内側に倒す

狭い

広い

突起のガイド

3

右つま先用サーボモーター（ID14）の動作確認を行う

動作確認ボタンを押す

チカチカ……6

動作確認ボタンを押します。サーボモーターの駆動
（ 7 の動作）とともに緑が点滅します。

7

右つま先の動作角度を見る
右つま先の動作は、右足を正面から見て 5 の状態から❶左に
傾く（目安：約 80 度）、❷右に傾く（目安：約 80 度）、❸
左に傾き立ち上がる（目安：約 58 度）と動きます。これら
の動作をしたのち、足首が立ち上がった（右に少しだけ傾い
ている）❸の状態になれば異常はありません。

7

❷

❶

❸

❶

❷

❸

電源を OFF にし、ハーネスを抜く

8

緑の点滅が消え、動作確認が正常に終了したら電源を OFF
にし、テスト基板用延長ハーネスからサーボモーター（ID 
14）のハーネスを抜きます。

動作確認
完了

右つま先の動作確認完了です。右足は 36 号まで使用しない
ので、大切に保管しておいてください。

右つま先の動作確認 7 でエラーが出た場合は
全く動かない場合や工程 7 の動作確認中に赤が点滅した場合は、動作確認 
エラーです。もう一度、工程 3 から試してもエラーが出る場合は、P126 〜
127 を参照して、原因の解消を目指しましょう。

●チェックスタンド　●スイッチ用ノブ　●テスト基板用延長ハーネス

使用するアイテム

サーボモーター（ID14）のハーネス
を3連ハブ基板に取り付ける
A 29 号で完成した右足を用意し、右足首から伸びるサー
ボモーター（ID14）のハーネス（白シール付き）を、テス
ト基板用延長ハーネスの 3 連ハブ基板に取り付け、机の上
など、平らな場所に右足を置きます。

今号では提供パーツを使った組み立て作業は
ありませんが、29 号で完成した右足（右つま
先）の動作確認を行います。

今号の組み立て箇所

白シールが付いた
ハーネスが ID14

※全く動かない場合は、3 でサーボモーター（ID14）のハーネス（白シール付き）
を 3 連ハブ基板に取り付けていることも確認してください。
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126 127

※ P125 工程 7 の動作確認を正常に終えた方は下記の案内は必要ありません。

動作確認のエラーは、大きく分けて1と2の２つに分けられます。
このページを参照してエラーの原因を探り、解消を目指しましょう。
各項目を確認したら、そのたびに動作確認を行いましょう。

ア1「動作確認」ボタンを押して緑が点滅し動
作を開始したが、しばらくして赤（エラー）
が点滅する

2「動作確認」ボタンを押すと
少しも動かずに赤（エラー）が点滅する

（1のエラーの場合は、イ  ウ  エ  の確認事項には問題がない状況です）

P127 の分解工程 7 まで進み、サーボホー
ンを留める3×8㎜ビスを外してサーボモー
ターの 0 点（白い点）、サーボホーンの切り
欠き、右足首（A）の切り欠きの位置が一致
しているか確認しましょう。

　 の確認ポイント
下記の手順で、サーボモーターの 0 点（白い点）とサーボホーンの切り欠きの
位置が正しく一致しているか、さらに樹脂パーツの切り欠きの位置と 0 点（白
い点）が正しい位置関係になっているか確認しましょう。P127 の「右足、右
足首の分解・確認の手順」を参照し、下記を確認したら、正しく取り付け直し
てください。

サーボモーター（ID14）の０点とサーボホーンと樹脂パーツの切り欠きの位置確認ア
ア

サーボホーンの切り欠きから 0 点（白い点）が見えない場合は、
P127「右足、右足首の分解・確認の手順」の 1 〜 9 を行い、サー
ボモーターを取り出した後、P65 の「0 点（白い点）と切り欠き
の合わせ方」を参照して正しく取り付け直してください。

切り欠きと 0 点が一致

正しい状態

7

0 点が見えない

正しくない状態 1

0 点と切り欠きが
一致しない

正しくない状態 2

正しくない状態 1 の対処法

0 点（白い点）は見えているが樹脂パーツの切り欠きとズレてい
る場合は、P127 の分解工程 9 まで行い、サーボホーンに分解
工程 7 で外した 3 × 8㎜ビスを取り付けた後、3 × 8㎜ビスを
ドライバーで時計回りに締めながらサーボホーンを回転させ、D
カットが上にくるように調整します。

正しくない状態 2 の対処法

9

D カットを上にする

0 点（白い点）とサーボホーンの切り欠きを合わせたら、P127 右
下を参照して元の状態まで戻して再度動作確認を行ってください。

D カット

7の動作確認が正常に行えない場合のトラブルシューティング

このトラブルシューティングは16号、27号〜29号の組み立て
ガイドを参照しながら進めていきます。

準備するもの

ア エウ の作業は分解が必要になるので、必要に応じて P127 の分解・確認作業を行いましょう

ハーネスのコネクタが
しっかりと差し込まれて
いるか、ロータリースイッ
チを正しい番号に合わせ
ているかなど、チェック
スタンドが正常に動作し
ているかを確認しましょ
う。詳しくは P66 C を
参照してください。

チェックスタンドの確認イ

❸サーボモーターのハーネスのコネクタをテスト基板のジャックに差し込む
❹電源をＯＮにする（緑・赤が 1 秒ほど点灯して消える）
❺「ID 書込み」ボタンを押す
❻緑が点灯する（約 1 秒）
❼初期化完了。「ID の書き込み手順」を参照し、ID14 を書き込む。

❶ ウ で取り出したサーボモーター（ID14）を用意する
❷チェックスタンドを用意し、ロータリースイッチを「8」「8」に合わせる

イ  ウの項目を試してもエラーが改善しない場合は、サーボモーターに異なる ID が書き込まれているこ
とが原因だと考えられます。一度サーボモーターを初期化し、正しい ID を書き込み直しましょう。

ID の初期化と書き込みエ

初期化の手順

ID書き込み後の
Dカットを確認

サーボモーターを初期化後に、
ID の書き込みを完了した際、
サーボホーンの D カットが上に
こない場合は、サーボホーンの
切り欠きと 0 点（白い点）が一
致していません。一度サーボ
ホーンを取り外し、正しく取り
付け直してください。

Dカットが上にくる

初期化コマンド 「8」「8」
10 桁 1 桁

ID の書き込み手順は下記の組み立てガイドを参照

ID14の場合 P115〜（27号）　 〜　  を参照4 11

ウを行っても改善しない場合は エ  を確認。

イを確認後、動作確認が改善しない場合は ウ  を確認。

10

右足裏にある 7 つの 2 × 4
㎜ビス（黒）を取り外し、右
足裏を外す。

右 足 首（B） に あ る 3
つの 2 × 4㎜ビス（黒）
を取り外します。

右足首（B）からサーボモーター（ID14）
が取り付けられている右足首（A）を
取り外します。

右足首（A）からサーボモーター（ID14）
を取り外します。各確認作業を行う時は、
右足首（A）の中に貼った白シールや通
したハーネスがズレないように注意しま
しょう。もし、白シールが剝がれてしまっ
たり、ハーネスがズレてしまった場合は、
元に戻す際に P120 〜（28 号）の16〜
18も行ってください。

右足首のサーボホーンが右足甲に当た
るまで引きます（写真の矢印参照）。

7

右足首（A）の内側からサーボ
ホーンを留める 3 × 8㎜ビスを
取り外します。

0点の
確認

6

ID14の分解工程

分解後、元の状態まで組み立てる際には
下記のページを参照してください。
ID14：右足を元の状態まで組み立てる場合は、P116〜（27号）〜の
12〜 15 、P121（28号）19 〜 21 、P122〜（29号）の 1 〜 7 を参照。

右足、右足首の分解・確認の手順

右足首のパイプ部分を右足甲に当てな
がら、右足首のサーボホーンを右足甲
から通過させます。

3

右足首のサーボホーンが右足甲を
通過したらハーネスに注意しなが
ら右足首を引き抜きます。

右足首（A）とサーボホーンを留める 4 つ
の 2 × 4㎜ビス（黒）を取り外します。

8

2 3 4

サーボモーターに取り付け
られているハーネスのコネ
クタを確認します。黒シール
を剝がした後、P66 D を参
照してください。

※サーボモーター（ID14）は
P127 の「右足、右足首の分
解・確認の手順」を参照し、サー
ボモーターを 9 で取り出し
てから確認してください。

サーボモーターとハーネスの接続確認ウ

コネクタの取り付け状況
を確認しましょう

動作確認時のエラー内容 確認と対処法

※初期化したサーボモーターにもう一度 ID を書き込む際は、樹脂パーツからサーボモーターを取り出した状態で行ってください。

ID の書き込み手順

サーボモーター（ID14）の０点とサーボホーンと
樹脂パーツの切り欠きの位置確認を参照

イ チェックスタンドの確認を参照

ウ サーボモーターとハーネスの接続確認を参照

エ IDの初期化と書き込みを参照

1

5

9

⇒今号のＰ125「右つま先用サーボモーター (ID14) の動作確認を行
う」をもう一度試してみましょう。

サーボモーター（ID14）

黒シールを剝がして
コネクタが見えるようにする

（P125 の工程 3 で 3 連ハブ基板に取り付けたハーネスが、ID14（白
シール付き）であることを確認してから右記を実施しましょう）

ハーネスを挟まないように注意

※剝がした黒シールはコネクタの状況を確認後、再び同じシールを貼り直してください。



組み立てガイド Vol.31

右股の組み立ては ATOM の右脚と胴体を繫ぐサーボモーター右股
関節（上）の ID 書き込みから始まります。今号で提供されるパーツ
のなかには、次号で使用するものも含まれますので、チェックシー
トで確認してなくさないように保管しておきましょう。

右股関節（上）用サーボモーターに
IDを書き込む

ATOM

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

30 号で提供されたサーボモーターと、今
号で提供のパーツを使って、右股関節（上）
用のサーボモーターに ID を書き込みます。

今号の組み立て箇所

今号のパーツをチェックしよう

サーボモーターにサーボホーンを取り付ける

Aサーボモーターの出力軸にある白い点（0 点）と、
❸サーボホーンの切り欠きの位置を合わせ、切り欠
きから白い点が見えるように取り付けます。

1
0 点

Dカット

サーボホーンを取り付ける

A

指で押さえて D カットを上にする

白い点の全体が切り欠きから
見えるように取り付ける

Dカット切り欠き

サーボホーンを指で押さえながら、回転しないよう
にして D カット（＝０点）を上側の状態にしたま
ま❹ 3 × 8㎜ビスで固定します。

サーボホーンをビスで固定する

2

1 2

3 4

5

6

7 8

しっかりと押し込む

※ 1 2 5 6 8は今号では使用しないので、大切に保管しておき
ましょう。（※ 3 4 の各１つは今号で使用。あまりは次号で使用）

右股関節（前）

Check sheet
チェックシート

1

サーボホーン×23
右股関節（後）2

3×8㎜ビス（青色袋）×34
2×4㎜ビス（赤色袋）×45
サーボモーター用 ハーネス 90㎜

（ID11：右股関節（下）用）
6

サーボモーター用 ハーネス 45㎜
（ID10：右股関節（上）用）

7

中継ハーネス 220㎜（脚用）8

※ 　 　は、各1本の予備を含む4 5

今号で準備するもの
30号で提供された
サーボモーター（ID10）
右股関節（上）用

A ●プラスドライバー　●チェックスタンド
●スイッチ用ノブ　●サーボモーター用 ID シール
●黒シール

使用する工具とアイテム

写真を参照して接続方向を確認し、❼サーボモーター用ハーネス 45㎜のコネクタをサーボモーターへ
しっかりと上から指で押し込み取り付けます。ハーネスのコネクタの接続部分が斜めにズレていたり、
一部が浮き上がっていたりしないか確認しましょう。軽く引っ張ってすぐに外れてしまう場合は、取り
付け直してください（コネクタが破損する可能性があるので、何度も付け外しをするのはやめましょう）。

ハーネスを取り付ける

3

サーボホーンとハーネスを取り付けたら表側
にサーボモーター用 ID シール「⑩右股関節

（上）」を貼ります。

IDシール「⑩」を貼る

しっかりと
上から指で押し込む

平らになっているか確認

サーボモーターの３つの金属
部分とコネクタ裏面の３つの
溝を上から合わせる 7

ここでの注意事項
1 2 ：D カット（＝ 0 点）の位置が写
真のように上側にきていないと 8 の作
業でエラーが出てしまいます。ドライ
バーでビスを時計回りに締めながら D
カットが上にくるように調節してくださ
い（反時計回りではビスを外す方向にな
りサーボホーンは回せません）。
3 ：ハーネスの接続が正しく行われてい
ないと 8 の作業で書き込みエラーが出
てしまいます。
以上を確認し、次の工程に進みましょう。

サーボモーターにハーネスを取り付け IDシールを貼る

「⑩」のシールを貼ったサーボモーターに取り付けたハーネスのコネク
タを、チェックスタンドのテスト基板にあるジャックへ差し込みます。
ハーネスのコネクタには天地があるので、写真やイラストを見ながら
向きに注意して、破損しないように差し込みましょう。

サーボモーターの
ハーネスをテスト基板に差し込む

6

チェックスタンドのロータリースイッチにスイッチ用
ノブを取り付け、10 桁の数字を「1」、1 桁を「0」
に合わせます。スイッチは 1 つの数字ごとにカチッと
手応えがある仕様になっているので、手応えを感じな
がらスイッチを回すと正しく合わせられます。

ロータリースイッチの 10桁を
「1」、１桁を「0」に合わせる

白黒

グレー

チェックスタンドを用意し、電源スイッチが OFF になっていることを確認します。また、ジャッ
ク（写真赤い囲み）は上下同じ仕様です。どちらを使っても ID の書き込みが行えます。

チェックスタンドの電源スイッチを確認する

4

裏面

サーボモーターに ID10を書き込む

狭い

広い

突起のガイド

5

短い❼45㎜のハーネス

サーボモーター（ID10）はハーネスが
短く、そのままだと宙吊りになってし
まうので、サーボモーターを右手に持っ
たまま工程を進めてください。

サーボモーターは
手に持ったままで

7

45㎜
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10 ハーネス固定用シール（黒シール）を１枚取ります。 11 12 黒シールとサーボモーターの中心
を合わせて置き、指を上から押し当て貼り付けます。13 14 左右のはみ出た部分は折りたたみ、サー
ボモーターの側面に貼り付けます。 15 黒シールを貼り付けた状態。

コネクタの上から黒シールを貼る
黒シールを貼ることで、サーボモーターからコネ
クタが外れることを防止できます。また、ID が正
常に書き込まれたという証でもあるので、必ず ID
書き込みを行った後に貼ってください。

10

電源スイッチを OFF にしてから、ハーネスを抜いてください。ロータリースイッチを 10 桁・1 桁
ともに「0」に戻すことも忘れずに。ハーネスをテスト基板から抜くときはコネクタを親指と人差し
指で左右から挟み、左右に振りながら手前に引き抜きましょう。

電源スイッチを ON にします。緑と赤が１秒ほど点灯し、両方が消えたら右下の「ID 書込み」ボタンを
押すと書き込みが始まります。緑が 1 分ほど点滅し（この間、上→左→右→左→右→左→上と、D カッ
トが動く）、緑が消えたら書き込みは終了です。

電源を入れ、「ID 書込み」ボタンを押す

電源を OFF にしてハーネスを抜く

8

ID 書き込みが終わった後、D カットが上にきて
いるかを確認してください。上にきていない場
合は再度 1 を確認し、切り欠きと白い点（0 点）
の位置が合っているか確認しましょう。

Dカットの位置を確認する

サーボモーターに黒シールを貼る

9

工程　の ID 書き込みで
赤が点滅（エラー表示）
した場合

8

確認１： 電源を ON にしてすぐに赤
が点滅した場合は電源異常エ
ラーです。電源を OFF にし
て P35 の確認事項を参照し
てください。

確認２： 「ID 書込み」ボタンを押した
後に、赤が点滅した場合は書
き込みエラーです。電源を
OFF にして今号の　　　　 
　  　の作業が正しく行われ
ているか確認し、再度　 の
作業を行ってください。

8

1 2 3
6 7

Dカット

今号の
完成

11 12

13 14 15


